
特集の狙い
　月刊誌『統計』2025年12月号は、日本で生ま
れ、世界に広がり、社会や産業界に貢献した統
計的方法について、その意義などを紹介する。
　本誌は、統計的方法に関する特集を様々な観
点から定期的に読者に提供してきた。近年の特
集を列挙すれば、次のようなものが挙げられよ
う。

　今回の特集は、特定の統計的方法に視点を絞
るのではなく、統計的方法の開拓者に視点を与
えるものである。現在、AI for Scienceは国策
として推進されているが、Science for AIとし
ての統計的原理や方法について日本がこれから
も発信拠点になり、世界の尊敬を集めるための
ヒントを日本のこれまでの代表的業績を振り返
ることで、読者と共に考えたい。
　今回、紹介する日本発の統計的方法は、次の
５件であり、いずれも横断型基幹科学技術研究
団体連合（以下、「横幹連合」という）が2018
年度から実施している日本発の「コトつくりコ
レクション」に推薦論文１,２,３,４を基に審査され
登録されている。

１�　質的情報を数量的に表現し、その利活用を
推進した林知己夫先生（統計数理研究所七代
所長）の「数量化」

２�　予測統計学における予測モデルの性能評価
方法を確立し、予測や制御の改善のサイクル
を社会に与えた赤池弘次先生（統計数理研究
所八代所長）の「赤池情報量規準（AIC）」

３�　情報の収集効率を最適化するR.A. Fisher
の実験計画法を工業技術開発の評価方法に昇
華させた田口玄一先生（品質工学会名誉会長）
の「品質工学」、あるいは欧米流にいえば「タ
グチメソッド」

４�　複雑・不確かな環境下で適切な認識と意思
決定を柔軟に行う方法を確立し、自動運転な
どロボティックス分野での汎用技術に寄与し
た北川源四郎先生（統計数理研究所十代所長）
の「粒子フィルタ」

５�　地震活動のリスク評価（異常検知を含む）
の標準的方法になり、連鎖的事象のリスク評
価全般に用いられる尾形良彦先生（統計数理
研究所名誉教授）の「ETASモデル」

　限られた誌面で、これらの方法の全貌や社会
的意義を完全に伝えることはできないが、これ
らの方法については多くの専門書や教科書が出
版されているので、関心を持たれた読者は、そ
れらを読んでいただければと考える。また、横
幹連合ホームページにもコトつくりコレクショ
ンに登録された業績の横幹連合加盟学会会員か
らの推薦論文が掲載されているので、参照され
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ると良い。

統計的方法発祥の歴史を振り返る
　さて、数理的な統計的方法の発祥を単純化す
ると、記述統計（K. Pearson）も推定論・検定
論や標本調査論、実験計画法（R.A. Fisher、J. 
Neyman、E.S. Pearson）が英国で20世紀前半に
誕生した。その後、NeymanやA.Wald（決定理
論）、G.E.P Box（工業実験計画法、時系列解析、
ベイズ統計）など有力な統計学者が、第２次世
界大戦前後から米国に渡り、米国の大学に多く
の統計学科が設立された。そして、世界中の研
究者を米国が吸収し、欧州と共に統計的方法を
発展させたというかなり素朴な印象を筆者は持
っている。
　このような欧米の動きと異なり、長年、日本
の大学には「統計学科」が存在しなかった。1944
年に設立された統計数理研究所が、統計数理の
唯一の研究と応用を循環させる拠点として活動
を続けてきたこと、統計数理研究所が統計的方
法の日本の発信拠点であったことをこの特集は
如実に示したともいえる。実は、田口玄一先生
も、1948年そのキャリアをスタートされたのは
統計数理研究所であった。現在の日本のデータ
サイエンスや統計は遅れているという風評があ
るが、少なくとも20世紀までは、日本は統計的
方法の研究でも、その産業界や学術研究への適
用にしても世界の第一線にあった。この特集で
は、日本の統計自体の研究開発の先進性、それ
を支えた哲学のようなものまで伝えられればと
も考えた。
　事実、米国発の20世紀の統計的方法ないしは
考え方は何であろうか？ 独善と偏見を許してい
ただければ先に述べたBox、Neyman、Waldらの
業績を除くと、J.W. Tukeyの「探索的データ解
析」、P. J.  Huberの「ロバスト統計学」、B. Efron

の「Bootstrap」、欠測値補完を昇華させたD.B. 
Rubinの「統計的因果推論」しか思いつかず、日
本の統計学・数理科学の研究は世界に充分伍し
て立派な成果を上げていたのである。

特集で取り上げられなかった日本発の方法や
活動
　横幹連合コトつくりコレクションには、甘利
俊一先生（東京大学名誉教授）の「情報幾何」
といった数理統計学にも密接関連な業績や、統
計的方法を活用する活動として石川馨先生が組
織化した「QCサークル活動（小集団改善活動）」、
顧客価値を実現するシステムを明確にし、統計
的方法を適切に使うための情報を与える赤尾洋
二先生（元玉川大学工学部長）の「品質機能展
開」も関連学会から推薦論文６,７,８,９が提出され、
登録されている。いずれも世界に広がった方法
あるいは活動である。産業界の活動においても
日本は大きな発信をしてきたことと改めて強調
したい。
　今回取り上げた統計的方法以外にも、先達が
提唱した日本発の方法論はある。伊藤清先生

（京都大学名誉教授）の「確率微分方程式」は
著名だが、数理統計分野での北川敏夫先生（九
州大学名誉教授）の「推測過程論」や、1950年
代の統計的品質管理分野の業績だが、ばらつき
と製品の仕様との関係指標として世界標準とな
ったデンソーの「工程能力指数」、極めてまれ
な不具合に対する検査方式を確立した赤尾洋二
先生の「圧縮限界」なども重要である。デンソ
ーは工程能力指数以外にも、2025年10月に横幹
連合第１回コトつくり至宝に選出された「QR
コード」９の発祥の企業であり、日本の産業界の
創造性も改めて評価されるべきであろう。
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将来への期待と謝辞
　今回取り上げた統計的方法も、真空の中から
誕生したのではなく、産業界や他学術分野の問
題解決の中で誕生した日本を代表するコトつく
りである。現場の知と理論の知との結合が、Sci-
ence for AI分野を担う若手・中堅の方々にもこ
の種の活動を発展させることを期待するととも
に、産官学の指導者はそれをエンカレッジして
いただければと考える。
　最後に、今回の特集では、粒子フィルタ並び
にETASモデルについては、提唱者の北川・尾
形両先生に執筆頂けたこともこの特集の価値を
高めており、両先生に深甚の謝意と敬意を表し
たい。また、数量化、品質工学についても直接、
林先生、田口先生の指導を直接受けた鈴木氏、
武重氏に考察いただけたことに謝意を表したい。
本来、赤池先生の業績や哲学を熟知しているの
は、北川・尾形両先生をはじめとする統計数理
研究所で直接赤池先生の薫陶を受けた研究者で
ある。赤池先生の指導を受けていない、AICを
筆者が執筆したことだけは心残りであり、論考
の問題点は、すべて筆者の責任である。
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